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概要

e ビジネスは新しいビジネス モデルの牽引車

インターネットの急速な普及によって、ビジネス界は高度相互依存型の e コマースの時代に突入し、企業はより大きな市場をこれまで以上に迅速に獲得することや、パートナーや顧客とのオンライン化を迫られています。e ビジネスのチャンスが爆発的に増加したため、企業はどのように自社の強みを伸ばし、資源を最大限にするかを考え直さねばならなくなっています。競争を勝ち抜くためには、企業はインターネット経済に参入し、できるだけ短時間に「市場に乗り込む」戦略を立て、組織変革を行って新しいチャンスをつかまなければならないのです。  

インターネット経済に適応しようとする企業には、ふつう膨大な資源と高度なスキルが必要です。新しいインターネット ビジネス モデルでは、企業クラスのデータ センターの利用、キャリアクラスのネットワーク サービス、カスタマ エンジニアリング、およびインプリメンテーション サービス、アプリケーションサポート ユーティリティ、および統合管理サービスなどを統合したサービスが必要になります。  

新しい製品や、より高速なサービスをワイドエリア ネットワークに提供することへの需要は非常に速く、成功している企業でもこの変化に対応できません。Web サイトに何百万もの反響があるなど、はじめのうちはうまくいっていても、突然システムに不良が発生して顧客が長い間離れていってしまうことにもなりかねません。
スピード、容量、信頼性、セキュリティに対する要求がさらに高まっていることから、多くの企業は IT システムのアウトソーシング化を開始し、ビジネス アプリケーションのためのインフラストラクチャを考え直し始めています。  

ASP に参入する

こうした動きの結果、IT の慣習も変わってきています。ソリューションを購入したり自社で構築するなどして、社内にホストを持つ企業も、いまでは IT ソリューションをサービスとして提供してくれる外部のベンダに注目しています。その結果、アプリケーション サービス プロバイダ (ASP) モデルという、ビジネス コンピューティングの新しいモデルが登場しました。
ASP へのアウトソーシングには、次のような利点があります。
· 製品やサービスを市場に供給するまでの時間を短縮
· 技術が廃れるリスクが少なく、新しい技術の採用も簡単
· パフォーマンスとアップタイムを保証
· ほとんど制限なく、即時にスケール化
· 内部 IT オーバヘッドが減少し、IT コストの予測が容易
· 熟練した IT 技術者の不足を解消
· 企業が最も得意とするところに時間とリソースを集中
ASP ビジネス モデルでのさまざまな役割

このホワイト ペーパーでは、ASP の主要な特徴、実行されるサービスの種類、市場でのチャンス、市場で誕生したさまざまな ASP モデルとそれらが ISV や VAR、システム インテグレータ、複数サイトをサポートする IT 部門、などのソリューション プロバイダにもたらす利点について述べます。このホワイト ペーパーでは、ASP について述べ、ISV とソリューション プロバイダがどのようにアプリケーション インフラストラクチャ プロバイダ (AIP) と手を組むのかを説明します。
ASP のチャンス

Forrester、IDC、Gartner などの一流アナリストは、ASP 市場は 2003 年までに 150 億ドルないし 270 億ドルまで成長すると見込んでいます。明らかに市場は爆発的に成長しますから、顧客にパッケージ化したソフトウェアを販売することで成長してきたソリューション プロバイダは、この点に注目する必要があります。
ASP の主要な特徴

一流アナリストの話では、ASP にはいくつかの特徴があります。
· アプリケーションに集中 - ASP によって市販のアプリケーションの入手と管理が可能です。
· アプリケーションを入手 - 多くの場合、ASP はアプリケーションの権利を完全に販売したり、ソリューションの提供やインストールをこれまでのように行うことはありません。ASP は、Web 上で使用できるアプリケーションを顧客に貸し出します。ASP はこのソフトウェアを所有していたり、このソフトウェアを使用するライセンス契約を ISV と締結している場合があります。
· サービスの集中管理 - アプリケーションは顧客のサイト上にないデータ センタでホスト、管理、保守されます。これにより、最も経済的に優れた規模の IT モデルのアウトソーシングによる入手が可能になります。このデータ センタから、ASP はインターネットを通じてアプリケーションへのアクセスを提供します。
· 1 対多サービスの提供 - ASP は他のベンダとパートナーの関係を結び、標準的なサービスをパッケージ化したり、最低限のカスタマイズでこれらのパッケージをさまざまな顧客に配布します。
· SLA による保証されたパフォーマンスと信頼性 - 顧客は、アクセス性、信頼性、全体的なスループットやパフォーマンスなどのいくつかの基準について保証された製品やサービスが ASP から提供されることを期待しています。これはふつう、サービス レベル契約 (SLA) によるアップタイム保証で裏打ちされた、強固なデータ センタのインフラストラクチャによって実現されています。
ASP モデルがソリューション プロバイダに及ぼす影響

ASP モデルは、エンド ユーザーがソフトウェアにアクセスする方法を根本から変えています。大規模な独立ソフトウェア ベンダ (ISV) のほとんどは、ソリューション プロバイダ、付加価値販売業者 (VAR)、業界内付加価値販売業者やシステム インテグレータの広範なチャネルにより製品を市場に出しています。こうしたソリューション プロバイダは ISV のソフトウェアと他のソフトウェア、ハードウェアとサービスを組み合わせて、企業の特定のニーズに対応する完全な IT ソリューションを作り出します。ソリューションを設計すると、ソリューション プロバイダは通常、企業に製品を販売します。その際、設定、インプリメンテーション、トレーニング、およびサポートなどに関連した専門的なサービスも提供します。このようにして、ソリューション プロバイダの多くは企業の IT 部門から信頼を得ています。ソリューション プロバイダが IT 部門の場合もあります。
Web を通じてソフトウェア アプリケーションや IT ソリューションの配布を行う ASP 市場の成長によって、ソリューション プロバイダのこれまでのビジネス モデルが影響を受けることは間違いありません。ここで問題なのは、ソリューション プロバイダがどのように影響を受け、どのような ASP モデルが最も適しているかということです。この 2 年の間に登場した ASP ビジネス モデル 3 種類を次に示します。
1) ASP 直接モデル

ASP の動きは ASP 直接モデルから始まりました。このモデルでは、ASP はわずかな数の ISV からソフトウェアのライセンスを受け、統合した ASP ソリューションをフォーチュン 500 社のような大企業に直接販売します。そのため、旧来の ISV のソリューション プロバイダ チャネルはまったく経由しません。ASP はふつう、ERP パッケージ (Peoplesoft、SAP など)、CRM パッケージ (Siebel など)、およびe コマース パッケージなどのライセンス付与により、エンド ユーザー向けにソリューションを統合します。このモデルは、ハードウェアやソフトウェアをベンダやハイエンドのシステム インテグレータから直接購入してきた大企業には魅力的です。こうした企業の IT 部門は付加価値のあるサービスを提供しました。VAR と強固な信頼関係のある中規模の企業に対しては、直接 ASP モデルはいい結果を出していません。

ASP 直接モデル
2) ASP 紹介モデル

中規模の企業を対象にする場合、一部の ASP は ASP 直接モデルを拡張して、ASP 紹介モデルを作成しています。このモデルでは、ASP は SLA を通じてエンド ユーザーと契約を結ぶことによって、ソリューション プロバイダが会計管理を行わないようにしています。このモデルでは、ソリューション プロバイダは新規 ASP にとって業績を伸ばすための販売代理店となります。ソリューション プロバイダは新規 ASP の代理店なので、ASP の売上げに応じて紹介料または手数料を受け取るのが一般的です。このモデルにはソリューション プロバイダが含まれていますが、顧客との関係においてほとんどあるいはまったく主導権がなくなるため、このモデルを敬遠するソリューション プロバイダも多くあります。このため、このモデルがなかなかうまく行かないのも当然と言えます。

ASP 紹介モデル
3) チャネル活用 ASP モデル

チャネル活用 ASP モデルは比較的新しいモデルで、ソリューション プロバイダが自社の ASP ソリューションを顧客に提供できるようにするものです。アプリケーション ソフトウェアに関する設定、サポート、エンド ユーザーのトレーニングはソリューション プロバイダが行いますが、アプリケーションをホストして ASP になる方法を決定しなければなりません。

チャネル活用 ASP モデル
ソリューション プロバイダが ASP になる方法には 2 つあります。1 つはこの新しいモデルに必要なハードウェア、ソフトウェア、およびネットワーク技術をすべて取得し、モデルを成功させるために必要なすべてのサービス プロバイダと契約する方法。もう 1 つはアプリケーション インフラストラクチャ プロバイダと契約しているデータ センタ インフラストラクチャとサービスを外部より調達する方法です。
ソリューション プロバイダが受け入れやすいのは第 2 の方法です。ASP イネーブラは、ソリューション プロバイダが ASP 製品やサービスを素早く市場に供給できるようにするとともに、エンド ユーザーと SLA を実行することにより顧客に対する主導権を維持し、専門的なサービスを通じて価値を提供し続けることができるようにします。このモデルでは、ASP イネーブラはソフトウェアのホスト、監視、および維持に必要なインフラストラクチャ システムとサービスを提供します。  

ASP チャネルに権限を与える

ASP のスペースは多くのベンダ、サプライヤ、インフラストラクチャ イネーブラなどですぐに埋め尽くされてしまいますが、価値連鎖の中で他社とうまく連携している企業が成功しています。
主導権は誰にあるのか

今日、何事も自社で行おうとする ASP は、確立したソリューション プロバイダのコミュニティや、場合によってはエンド ユーザーの社内 IT 部門にとって脅威となることがあります。なぜなら、こうした ASP の目的は、ソリューション プロバイダとエンド ユーザーとの直接的な関係を増強することにあるのではなくて、このような関係を一新して全権を掌握することにあるからです。これが、アプリケーション、アプリケーションの管理、およびエンド ユーザーなど、関係のほとんどすべての要素を ASP が直接管理する直接管理モデルです。
チャネル活用モデルはソリューション プロバイダをサポートし、ほとんどすべてのレベルで顧客に対する主導権を持てるようになっています。カタログから顧客に合ったアプリケーションを選択して、AIP と共同でアプリケーションが Web 上で使用できるようにします。AIP のデータ センタから「エンド ユーザー」設定サービスを提供できます。最も重要なのは、販売を通じて主導権を維持できることです。つまり、契約はソリューション プロバイダと顧客との間のものです。チャネル活用 ASP モデルはエンド ユーザーのビジネス アウトソーシングを妨げる要因の 1 つである、新しいサプライヤに対する不安感を大幅に減らします。このモデルは、ソリューション プロバイダと顧客との間に当初からあった関係を維持するだけでなく、さらに強固なものにします。AIP の役割は、データ センタ内のアカウントを設定、ホスト、監視、および維持するための主要な技術と労力を提供することで、ソリューション プロバイダとエンド ユーザーを支援することです。
どの程度の付加価値を得ているか

パートナー戦略のある AIP とそうでないものとの分かれ目となるもう 1 つの主な特徴は、ソリューション プロバイダの顧客に与える付加価値が大きいことです。
低付加価値 ASP は、データ センタからアプリケーション サービスを水平的に、しかもサービスには何の手も加えていないか、顧客に買うか買わないかの二者択一を迫るという形でしか提供していません。この場合、電子メール、スケジュール管理、共同作業、または他のビジネス アプリケーションなど、ごく一般的なアプリケーション サービスをホストしているだけで、顧客のために設定を行うことはほとんどありません。また、顧客の役に立つように、関連したアプリケーションを統合して提供するということもありません。低付加価値 ASP の中には、中枢となるハードウェアまたはネットワーク インフラストラクチャ サービスを提供するところもありますが、それでもデータ センタ ソリューションの構築、監視、および管理は顧客自身が行うことになっています。この管理レベルがよいという IT 部門もありますが、これでは製品やサービスを大量に扱った場合に得られる利点は得られません。
高付加価値 ASP は一般に、アプリケーションをある程度カスタマイズするか、インターネット モデルをサポートするようにアプリケーションを書き直して顧客に提供しています。このような ASP は 1 つの仕様ではすべての顧客のニーズを満たすことはできないことを理解しているので、管理サービスを調整、設定してから提供しています。
ターンキー ASP ソリューションでチャネルに権限を与える

チャネル活用モデルは、AIP と、多数の顧客をもつ主要 ISV との間の良好なパートナーシップが原動力です。戦略的 ISV の多くには、この ASP サービスを顧客、一般にはエンド ユーザーとなる会社に配備できる数百、時には数千の企業からなるソリューション プロバイダ チャネルがあります。
AIP ターンキー ASP ソリューションによって、ソリューション プロバイダは自社ブランドの ASP 製品を、自社ですべてを行うとすれば数か月かかるところが、数週間で市場に出すことができます。さらに、それぞれのソリューション プロバイダは AIP と協力していて、多くのソリューション プロバイダとの協力から得られるコスト効率を享受できます。
ターンキー ASP ソリューションが最適なビジネス ケース

ASP モデルは問題を起こしやすい (そして ASP モデルがなければビジネスが崩壊する) と警戒しているソリューション プロバイダもありますが、ビジネスおよび歳入の拡大や、販売サイクルが速くなるなど、ASP モデルには新しい利点が数多くあります。ソリューション プロバイダと ISV は製品に ASP サービスを追加し、すでに今後 3 年間で大幅な増収を見込んでいます。しかも既存の歳入ベースにはまったく影響が出ていません。Web およびインターネット ベースの ASP モデルを使用して、新しい地域と市場セグメントで顧客を獲得したのです。
新しい ASP モデルのもう 1 つの利点は、販売サイクルが短いことです。エンド ユーザーは、部門ライン管理者であることが多いのですが、新しいソリューションをサポートするためにハードウェアとソフトウェアを新たに買う必要がなくなり、さらに IT 部門などの執行部が参加したり、ここから承認を得る必要もなくなりました。これまで半年から 1 年かかっていたソフトウエアの販売およびインストール サイクルが、60 日ほどまで短縮されることが非常に多くなってきています。ソリューション プロバイダは 2 つの意味で成功を収めています。1 つは販売サイクルが短くなり、取引コストが大幅に削減されたこと、もう 1 つは新しいサービス モデルは、最大 3 倍の歳入 (3 年間で) を生み出すことです。しかもこのビジネス ケースでは、アプリケーションの販売量や、提供する専門的なサービスが増える可能性を考慮していません。
ソリューション プロバイダの初期パッケージ売上げが低下したとしても、加入者からの歳入安定や、さらに多くの、あるいはすべての IT ニーズに対して顧客からの依存度が高まることから、十分に補うことができます。実際に、全員が成功します。エンド ユーザーはソリューションをより速く手に入れることができ、悩まされることは少なくなります。パートナーは歳入を増大、安定させながら、市場でのチャンスを拡大させることができます。そして、大量に製品やサービスを扱うことと、1 対多のモデルであることから、パートナー側のコストを大幅に削減し、AIP の歳入も増大します。つまり、ASP イネーブラ モデルは、全員をより効率的なコンピューティング モデルに向かわせるとともに、チャネル販売/サービス モデルの従来の利点すべてを活用します。
インフラストラクチャ ゼネラル コントラクタとしての AIP
AIP はソリューション プロバイダの顧客にとって、複数のサードパーティのインフラストラクチャ契約を締結、総括、統合する総合業者となります。AIP はデータ センタのスペース、帯域幅、ハードウェアのリース、オペレーティング システムとデータベースのレンタル、メインフレーム クラスの管理ディスク格納のレンタル、1 日 24 時間×週 7 日間×年 365 日間のシステム監視と、1 日 24 時間×週 7 日間×年 365 日間のヘルプ デスクを提供できます。各機能分野の専門家によるこれらのサービスを総括、統合することで、インフラストラクチャをシームレスにどんなサイズにもすることができ、顧客の発展に伴う苦労を最小限にします。総合業者の役割として、AIP はこうしたサービスを統合する手順を数多く開発、試験して、関連するサービス レベル契約に適合するようにしています。
ターンキーの専門的なサービス
また、AIP は、最新の ASP ソリューションの作成に必要なターンキーの専門的なサービスを VAR に提供します。基本的なサービスには、ネットワーク デザイン、データ変換、システム統合、バックアップ、アップグレード管理、ハードウェアの設定および最適化、オペレーティング システム、および Web で使用するミドルウェアが含まれています。さらに、AIP は、データ変換など、顧客へのソリューションや、顧客のデータベースと AIP との接続に必要なバックエンド ネットワークの設計においてソリューション プロバイダを支援します。次のような AIP サービスがあります。
	専門的なサービス
	データ センタの
インフラストラクチャ
	カタログ アプリケーション

	•  Web 上で使用できるホスティング
•  ネットワーク設計
•  データ変換
•  アップグレード管理
•  バックアップ
•  統合
	•  帯域幅
•  データ センタ
•  管理格納
•  監視
•  ヘルプ デスク
•  ハードウェアのリース
•  OS/DBMS のレンタル

	•  個人の生産性
•  電子メール
•  インタネットによるファクス
•  ローカル PC バックアップ
•  DSL アクセス


共同アプリケーションとサービス

ソリューション プロバイダが顧客に完全な ASP ソリューションを提供するには、多くの場合、中核となるサービスの他に共同アプリケーションとサービスが必要です。この需要を満たすには、ASP を総括する者は、VAR が顧客に提供できるアプリケーションとサービスのカタログを編集します。こうしたアプリケーションやサービスには、Microsoft Office、電子メール、インターネット ファックス、時間と請求書発行、およびローカル PC のバックアップなどがあります。たとえば、顧客が報告書をより上手に書けるようにするには、会計ソリューション プロバイダは中核となる会計アプリケーションのほかに、ホスト バージョンの Microsoft Excel または Access を提供します。
データ センタ - 完全な既成のサービス
ASP ソリューションの設計、構築、インプリメンテーションには半年から 1 年かかることがあります。
このプロセスは複雑で、次のような大きな課題が生じます。
· システムの構築、維持を行う適格な IS スタッフの発掘、研修、および雇用
· 新しいハードウェアおよびソフトウェアの入手
· アプリケーション、オペレーティング システム、ミドルウェア、およびハードウェアの統合
· インターネット バックボーンへの接続
· 「最後の 1 歩」に DSL などの技術を応用
· 新規顧客のトレーニング
· 統合請求システムの開発
AIP は 1 対多の ASP インフラストラクチャ プロバイダであり、ハードウェアおよびソフトウェアの数量割引、帯域幅の契約、1 日 24 時間×週 7 日間の監視、1 日 24 時間×週 7 日間の電話ヘルプ デスク、およびメインフレームクラスの格納などの価値を確立することができます。AIP は、サーバー側の自己管理、統合請求、Windows アプリケーションの統合、安全なファイル転送、および 1 対多のトレーニングなど、IS スタッフでは不可能に近い、斬新で革新的なソリューションを提供できます。
データ センタ操作には次のものがあります。
データ センタの設備

データ センタは、サーバーを 1 日 24 時間、週 7 日間、年 365 日間稼働し続けるために必要な物理的環境を提供します。こうした設備は、1 段高くなった床面、換気、冷却ゾーンを別途備えた冷暖房の温度管理システム、耐震ラックなどを備えたカスタム設計となっています。また、最新の煙探知機および火災防止システム、移動体センサ、1 日 24 時間×週 7 日×年 365 日セキュリティを保護されたアクセス、監視カメラ、およびセキュリティ アラームなど、さまざまなセキュリティ機能を備えています。この設備により、複数のソースからデータ センタにつながる複数のファイバ トランク、現場での完全冗長電源、および複数のバックアップ発電器などの冗長サブシステムを通じて高いレベルの信頼性が得られます。
冗長マルチタイア アーキテクチャ
スケーラビリティを維持するため、マルチタイア サーバー構造は Web サーバー、アプリケーション サーバー、および物理的データ格納から構成されています。Web サーバーもアプリケーション サーバーもフォルト トレラント クラスタの周囲に配置され、データはメインフレームクラスのミラーリング格納ユニットに格納されます。ハードウェア、オペレーティング システム、Web で動作するソフトウェアのコストはすべて AIP の料金に含まれています。
監視と保守

ネットワーク全体と顧客のサーバーは、1 日 24 時間、週 7 日間、年 365 日間体制で監視されます。問題が見つかると、すぐにエンジニアに連絡が入り、原因を特定し、対策を立てます。問題が見つかるごとに、トラブル チケットが作成され、対処法とともにデータベースに格納されます。  

管理ファイアウォール

データ センタのサーバーは最新のファイアウォールに守られています。AIP には、ファイアウォールのセキュリティとパフォーマンスの向上に必要なアップグレードおよびホット フィックスがインストールされます。ファイアウォールの監視には、不正なアクセスを繰り返し行おうとした際に使用した署名を検出するログファイル スキャンが含まれます。
ネットワークの設備

場所を共有するパートナー（たとえば Exodus）は、最新のインターネット サービスに欠かせない主要な構成要素を組み合わせます。こうした構成要素は、大容量国際バックボーン、ネットワーク全体を監視するネットワーク オペレーション センタ (NOC)、および各データ センタの NOC などです。NOC は国際ネットワークおよび地域ネットワークの両方に対して、ネットワークの監視、パフォーマンスとトラフィックの管理を行います。また、カスタマ ケア センタにリアルタイム ネットワーク ステータスを与えて、問題の解決を支援します。ネットワークには、最新のリンクと、国内の交換ポイントを接続するギガバイトスイッチ ルータ技術が備えられています。地域ネットワークとキャリアクラスの POP 設備は、首都圏のアクセス ポイントの 1 つに接続します。
アップグレードと追加

AIP はアプリケーションのアップグレードをインストールします。さらに、AIP は合意したサービス レベルの維持に必要なハードウェアとソフトウェアを購入し、これらの追加分のコストをサービス レベル契約 (SLA) の文書 A に記載のホスティング月額料金に含めることができます。AIP は、ユーザーに最適なパフォーマンスと信頼性を提供するために必要であれば、ソフトウェア、オペレーティング システム、または Web で動作するソフトウェアに追加分やアップグレードをインストールします。  

ヘルプ デスク

ヘルプ デスクが 1 日 24 時間×週 7 日×年 365 日体制で利用でき、電話でサポートを行います。ヘルプ デスクは接続に関する問題を扱い、問題が解決するまで電話を切りません。アプリケーションについてのお問い合わせは、ISV 指定の担当がお取り継ぎします。
データの格納とバックアップ

ホストされたアプリケーションの場合、クライアント データは、テラバイトものデータに対応でき、通常動作用に複数のミラー ドライブと、タイムスタンプ バックアップ用に複数のドライブを備えたデータ格納ユニットに格納されます。バックアップは毎夜行われ、週ごとにオフサイトでアーカイブされます。バックアップ テープは 2 週間ごとに交換します。    

ほとんどの AIP には災害時復旧機能を提供または実施するハードウェア、ソフトウェア、および技術インフラストラクチャがあります。この機能の重要なサービスには、たくさんの技術があります。たとえば、強固な通信機能、災害復旧プラン (DRP) の策定と度重なる試験、顧客が災害復旧設備を使用している間の作業スペースとオフィス アメニティの確保などです。
アプリケーションのセキュリティ

セキュリティの高いアプリケーション実行環境は、顧客のデータを不正なアクセスや使用から保護します。複数レベルのセキュリティがサポートされています。第 1 に、ネットワーク レベルでは管理ファイアウォールがあります。第 2 に、プラットフォーム レベルでは、Windows 2000 オペレーティング システムによるセキュリティ機能がサポートされます。したがって、ユーザーのログオン アクセスは、認証レベルおよび許可レベルと一致しています。そして第 3 のアプリケーション レベルでは、アプリケーション自体による中枢レベルの認証がサポートされます。  

結論

チャネル活用 ASP モデルは、専門的な能力や、ソリューション プロバイダと ISV が過去に築いた顧客との信頼関係を活用します。パートナー戦略のある AIP は、こうした定評あるソリューション プロバイダと競合するのではなく、ソリューション プロバイダの顧客がビジネス コンピューティングのインターネット時代にうまく入れるよう、ソリューション プロバイダを支援することに専心しています。  

チャネル活用 ASP モデルがソリューション プロバイダにもたらす利益
チャネル活用 ASP モデルを採用しているソリューション プロバイダは、前に述べた利益をすべて得ています。さらに次のような利点もあります。
1. 市場でのチャンス拡大 - すべての地理的境界にわたるアプリケーションの仮想導入をサポートする ASP コンピューティング モデルで実現できます。アプリケーションを導入したり管理するために、実際に顧客を訪れる必要はもうありません。
2. 歳入ベースの増大 - さまざまなビジネス アプリケーション、個人および共同生産ツール、およびデスクトップ バックアップや会計管理ツールなどの内蔵システム ユーティリティを提供することで実現できます。
3. 循環歳入の流れ - 「販売」モデルから ASP「レンタル」モデルに移行することで実現できます。これにより、月単位の販売依存型のビジネス モデルから循環サービスの歳入モデルに移行できます。
4. 発売までの期間を大幅に短縮 - ゼロ導入ソリューションで実現できます。
5. 支出の削減と内部 IT の簡素化 - インフラストラクチャおよび開発サポートにあまり手間がかかりません。
ASP として顧客に与えることのできる利点
エンド ユーザーの企業が ASP のサービスを利用すると、エンド ユーザーはインターネット コンピューティング モデルへの移行に必要なすべてを手に入れるばかりでなく、新しいハードウェアおよびソフトウェアの入手、IT 専門家の雇用、ソリューションの定期的なアップグレードなど、従来の IT につきものの悩みからも解放されます。エンド ユーザーは、IT インフラストラクチャやアプリケーションをパッケージ化された製品としてではなく、電気やケーブル TV のようにサービスとして買うことができます。  

その結果、次のようなビジネス上の利点が得られます。
· 中心となるビジネスに専念できるようになります。ASP は IT 管理のコストや煩雑さを考え、ユーザーのビジネスが拡大するようにしています。
· ASP はパフォーマンスと利用可能性を保証します。ユーザーはサービス レベル契約によって要求します。
· 本当のデータ センタにアクセスできます。優秀なスタッフと最も優れたハードウェアとソフトウェアがそろっています。
· 経費を節減できます。新しい技術に投資する際の負担やリスクは ASP が負います。
· 最先端のものをすぐに入手できます。ユーザーは新しいハードウェアやソフトウェアを揃えなくても、ASP が簡単なアップグレードを提供します。
· 市場により速く到達できます。eBusiness ソリューションで可能になります。ASP はすぐにユーザーの既存のアプリケーションを Web で使用できるようにするか、すぐにビジネスをオンライン化する eBusiness ソリューションを提供します。
さらに、ユーザーは、インターネット時代を生き抜くために必要なデータ センタにアクセスできます。ASP は本当のデータ センタの利点すべてをユーザーに提供します。利点には次のものがあります。
· オン デマンドで最大のパフォーマンス - 最も要件の厳しいインターネット環境に合った、スケーラビリティに制限のない、高度に冗長でハイ パフォーマンスのシステムで実現できます。
· エクサバイト レベルのデータ格納 - バックアップは毎日、アーカイブは毎週行います。回復機能も完全に備わっています。
· グローバルな接続性 - 大容量バックボーン、1 日 24 時間、週 7 日のネットワーク監視、パフォーマンス、および管理により実現されます。
· オン デマンドのビジネス帯域幅 - 地域を問わず情報を高速でやりとりできます。
· 万全のセキュリティ - ビジネスを守るとともに、ユーザーが重要データへのアクセスを管理できるようにします。
· 1 日 24 時間、週 7 日間利用できるようにシステムを常時監視 ASP はサーバーとネットワークを常時監視し、問題の発生をすぐに予測し、エンジニアを派遣してユーザーのビジネスへの悪影響を未然に防ぎます。
要約

パートナー戦略のある ASP イネーブラとインフラストラクチャ プロバイダは、パートナー (したがってその顧客) に 1 対多の ASP ソリューションが生み出す数量による経費削減効果をもたらします。この際、ISV がパッケージ化製品ソリューションから、IT プロセスの苦労を取り去る常時サービス ソリューションへ移行するように支援します。  

この結果、全員が成功することになります。
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